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高レベル廃液ガラス固化の代替マトリックス調査として、模擬廃液を鉄リン酸ガラスで溶融固化する試験を実施し、

約1000ºCで均一なガラス融体が生成すること、廃棄物ガラス試料の化学的耐久性は良好であること等を明らかにした。 
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1. 緒言 

高レベル廃液ガラス固化の高度化として、現行ホウケイ酸ガラス（BS ガラス）の組成改良による高充填マトリック

スの開発とともに、代替マトリックスの適用性調査を進めている。代替マトリックスは、鉄リン酸ガラス（IP ガラス）

に着目し、これまでに、廃液成分を粉末試薬で簡易的に模擬した試験により、同成分を IP ガラスに固定化できる見込

みを得た[1]。本報では、実プロセスでの処理を想定し、IPガラスフリットと高レベル廃液組成を模擬した非放射性廃液

（模擬廃液；Na, Mo, Zr, Nd等の約30成分が溶解した硝酸水溶液）を用いて、ガラス融体が生成するまでの加熱時の挙

動、廃棄物ガラス試料の化学的耐久性等を評価した。放射光XAFSによる局所構造解析結果は次報(31)で述べる。 

2. 試験 

加熱過程でのガラス溶融挙動をTG/DTA及びホットサーモカップル装置[2]により調べた。本結果を踏まえ、以後の廃

棄物ガラス試料の作製温度を1150ºCに決定した。IPガラスフリットと模擬廃液の混合比率（廃棄物含有率）をパラメ

ータとし、これら混合物を装荷したアルミナルツボを電気炉内にて1150ºCで2 h溶融した後、黒鉛ルツボに流し込み、

徐冷固化した。得られた廃棄物ガラス試料は、XRD 測定及び SEM/EDS 分析によりガラス化状態、MCC-1 準拠静的浸

出試験により化学的耐久性を評価した。 

3. 結果・考察 

加熱時の挙動を図1及び図2に示す。模擬廃液単体では、昇温に伴い遷移金属、希土類、アルカリ、アルカリ土類硝

酸塩の熱分解が約 900ºC まで逐次進行すると推定される。一方、IP ガラスが共存すると、主な熱分解反応は約 500ºC

までにほぼ終了し、約 1000ºC 以上では均一なガラス融体が生成することが分かった。廃棄物含有率をパラメータに作

製した試料のガラス化状態を評価した結果、白金族化合物（RuO2, Pd合金）の析出が認められた。廃棄物充填率15 wt%

以上では、これらに加えZrP2O7、REPO4（RE:希土類元素）等の非水溶性リン酸塩結晶も認められた。なお、BSガラス

の場合に相分離しやすいイエローフェーズ（Na2MoO4等）等の水溶性化合物は確認されなかった。各元素の規格化浸出

率は10-5～10-4 kg/m2/dであり、BSガラスの10-4 kg/m2/d より低く、良好な化学的耐久性を示した。 

本研究は、経済産業省資源エネルギー庁「平成27年度次世代再処理ガラス固化技術基盤研究事業」の成果の一部である。 
 

 
図1 TG/DTA の測定結果              図2 ホットサーモカップル装置による加熱時の挙動観察結果 
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